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　はじめに

ワタリガニ科甲殻類（Decapoda: Portunidae）は，

甲が平たく横に幅広いこと，額は幅広く歯がある

こと，前側縁に 2–9歯あり，最後の歯の部分で甲

幅が最大となること，第 1触覚が斜めまたは横に

たたまれること，ほとんどの種で第 4歩脚が遊泳

脚状となることなどが特徴である（酒井，1976；

西村，1995；峯水，2000）．また，第 4歩脚は歩

くこと以外に浮き上がって泳ぐことにも使用され

る（西村，1995；峯水 2000）．本科甲殻類は日本

国内から 18属 97種が知られており（西村，

1995），ジャノメガザミ，タイワンガザミ，およ

びヒラツメガニなど水産有用種が多く含まれる

（西村，1995；峯水，2000；大富，2011）．

2010年から 2012年にかけて鹿児島県薩摩半島

沿岸から，鹿児島県本土未記録であるワタリガニ

科甲殻類のワタリイシガニ Charybdis (Charybdis) 

natator (Herbst, 1794)，トガリマダライシガニ

Charybdis (Goniosupradens) acutifrons (De Haan, 

1879)，およびアマミベニツケガニ Thalamita 

stimpsoni A. Milne Edowards, 1861がそれぞれ採集

された．そのうち，アマミベニツケガニは標本に

基づく北限更新記録である．そのため，鹿児島県

薩摩半島沿岸から得られたワタリガニ科甲殻類 3

種をここに報告する．

　材料と方法

甲長，甲幅の計測方法は三宅（1983）にしたがっ

た．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位

まで行った．採集地のデータはすべて鹿児島県を

省略した．生鮮時の体色の記載は，ワタリイシガ

ニは KAUM-AT-146，トガリマダライシガニは

KAUM-AT-145，アマミベニツケガニは KAUM-

AT-148の生鮮時のカラー写真にそれぞれ基づく．

本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されている．

　結果と考察

Charybdis (Charybdis) natator (Herbst, 1794)

ワタリイシガニ　(Fig. 1)

標 本　KAUM-AT-146， 甲 長 30.3 mm， 甲 幅

44.9 mm，南九州市頴娃町番所鼻自然公園（31° 

14′48″N, 130°15′44″E），2012年 8月 3日，水深 1.0 

m，岩坪洸樹．

記載　甲全面が軟らかい短毛でおおわれる．胃

域，鰓域，心域，腸域，および鰓域内面後部の各

稜線が毛の面から現れる．額に 6歯あり，すべて

先端が丸い．中歯と間歯はたがいに接近し，中歯

が間歯よりわずかに大きい．前側縁は 6歯あり，

そのうち第 1・第 2歯は先端が丸く，残りの 4歯

は先端が尖る．眼前歯は先端が丸みのある三角形

で，額歯より大きい．鉗脚の長節前縁は，小さい

3棘と大きい 2棘が交互に列生する．腕節内縁に

1棘，外縁に 2棘ある．掌部は 4棘が 2棘ずつ 2

列に並び，腕節と関節する上縁に 1棘がある．な

お各節の表面に顆粒が散在する．掌部腹面には鱗
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状の横突起が 2列になって縦走し，不動指の腹面

で合一し 1列になる．

生鮮時の色彩　甲面と鉗脚の地色は薄黄緑色

である．鉗脚の棘は白色で，先端と基部が濃紫色

である．鉗脚の顆粒は濃紫色．前側縁の歯は先端

が白色．歩脚はすべて濃紫色で，それぞれ甲面に

向かって白色がかる．

分布　日本国外では台湾，中国，フィリピン，

タイ，マレーシア，シンガポール，ホンコン，イ

ンドネシア，オーストラリア，インド，スリラン

カ，紅海，およびマダガスカルなどのインド洋か

ら西部太平洋にかけて分布する（Stephenson et 

aI., 1957；酒井，1976；Motoh, 1980；Wee and Ng, 

1995；峯水，2000）．国内では相模湾，紀伊半島，

および鹿児島県南九州市に分布する（酒井，

1976；峯水，2000；本研究）．

備考　本標本は砂泥底の転石の下に隠れてい

るところを採集された．

ワタリイシガニは，これまで日本国内では相

模湾と紀伊半島から記録されていたが（酒井，

1976；峯水，2000），鹿児島県南九州市からも生

息が確認された．したがって，ワタリイシガニの

鹿児島県での採集記録は，これまでの分布の空白

域を埋めるものであり，本種が相模湾以南の南日

本に広く分布することを示唆する．

Charybdis (Goniosupradens) acutifrons (De Haan, 1879)

トガリマダライシガニ　（Fig. 2）

標 本　KAUM-AT-145， 甲 長 25.0 mm， 甲 幅

35.1 mm，南さつま市坊津町丸木浜近くの岩礁域

(31°17′05″N, 130°12′36″E)， 水 深 3 m，2010 年 9

月 6日，岩坪政光・岩坪洸樹．

記載　甲面が軟らかい短毛でおおわれる．甲

面の稜線が心域と鰓域の内面後方にも存在する．

前側縁は 5歯あり，いずれも鋭く尖り，先端が褐

色である．第 1, 2前縁歯の後縁に小歯がある．額

の 6歯はすべて先端が鋭く尖る．眼前歯は幅広い

三角形である．鉗脚の長節前縁に 3棘があり，そ

のうち基部の 1棘は他の 2棘に比べ小さい．腕節

Fig. 1. Fresh specimen of Charybdis (Charybdis) natator from Ei, Minamikyushu, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM-AT-146, 30.3 mm 
CL, 44.9 mm CW).
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内縁に大きい 1棘，外縁に 3棘がある．掌部上縁

に 4棘が 2棘ずつ 2列に並び，掌部上縁基部に 1

棘がある．

生鮮時の色彩　額の 6歯は先端が褐色である．

甲面と鉗脚は地色が緑褐色で，薄黄色の不規則な

形のまだら模様がある．全ての歩脚は淡紫色で，

関節部が橙色である．掌部は暗紫色で先端は白色

を呈する．

分布　日本国外ではマレーシア，インドネシ

ア，スマトラ東部，モルッカ諸島，チモール島，

ソロモン諸島，およびタンザニアなどのインド洋

から西部太平洋にかけて分布する（酒井，1976；

武田，1982；Wee and Ng, 1995）．国内では相模湾

（三浦半島沿岸），紀伊半島，鹿児島県南さつま市，

および与論島に分布する（酒井，1976；武田，

1982；本研究）．

備考　南さつま市坊津町丸木浜近くの岩礁域

から得られたトガリマダライシガニは，サンゴイ

ソギンチャク Entacmaea actinostoloides (Uchida, 

1947)の根元付近に隠れていた．

トガリマダライシガニは，これまで日本国内

では相模湾，紀伊半島，および与論島から記録さ

れていたが（酒井，1976；武田，1982），鹿児島

県南さつま市からも生息が確認された．トガリマ

ダライシガニの鹿児島県での採集記録は，これま

での分布の空白域を埋めるものであり，本種が相

模湾以南の南日本に広く分布することを示唆す

る．

Thalamita stimpsoni A. Milne Edowards, 1861

アマミベニツケガニ　（Fig. 3）

標 本　KAUM-AT-147， 甲 長 23.8 mm， 甲 幅

33.2 mm，南さつま市坊津町丸木浜近くの岩礁域

(31°17′05″N, 130°12′36″E)，水深 0.5 m，2010年 9

月 23日，岩坪洸樹・菊地一真・船越亮平・森田

有紀；KAUM–AT–148，甲長 25.4 mm，甲幅 37.0 

mm，いちき串木野市小瀬町長崎鼻公園

(31°42′24″N, 130°15′44″E)，2010 年 10 月 22 日，

水深 0.1 m，岩坪洸樹・坂脇佑介；KAUM–AT–

149，甲長 23.2 mm，甲幅 34.3 mm，いちき串木

野市小瀬町長崎鼻公園 (31°42′24″N, 130°15′44″E)，

2011年 11月 27日，水深 0.3 m，岩坪政光・岩坪

洸樹．

Fig. 2. Fresh specimen of Charybdis (Goniosupradens) acutifrons from Bonotsu, Minamisatsuma, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM-
AT-145, 25.0 mm CL, 35.1 mm CW).
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記載　額に幅広く先端が平たい 6歯がある．こ

の 6歯はたがいに接近する．前側縁は 5歯で，第

4歯が他の前側縁歯に比べ著しく小さい．甲面の

横の稜線は顕著ではなく，甲の後半部には稜線を

欠く．甲面の各稜線の前方に軟らかい短毛がある．

鉗脚は細かい顆粒でおおわれる．眼前歯は先端が

丸く幅広い．長節前縁に 3棘，腕節内縁に 1棘，

外縁に 3棘，掌部は上縁に 2棘ずつ 2列ならび，

基部に 1棘がある．

生鮮時の色彩　甲面は緑色がかった濃褐色で，

不規則な形をした淡褐色のまだら模様がある．甲

の前半面に黒色がかった褐色斑が 1対ある．第

1–第 3歩脚は緑色がかった褐色で，それぞれ甲

面に向かって褐色になる．第 4歩脚は青色がかっ

た緑色を呈する．

分布　日本国外ではフィリピン，サモア，オー

ストラリア，および紅海などのインド洋から南部・

西部太平洋にかけて分布する（酒井，1976；峯水，

2000）．国内では鹿児島県いちき串木野市，南さ

つま市，種子島，奄美大島，与論島，および沖縄

県などの鹿児島県以南に分布する（酒井，1976；

永井・野村，1988；峯水，2000；本研究）．

備考　本標本はすべて潮間帯の岩礁域で採集

された．

日本国内におけるアマミベニツケガニの分布

は，これまで種子島が北限とされていたが（酒井，

1976；永井・野村，1988；峯水，2000），鹿児島

県（いちき串木野市と南さつま市）からも生息が

確認された．したがって，本種の分布は約 110 

km北限を更新されたことになる．
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